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　　　　   マイナンバーカードと運転免許証の一体化 

 

制度概要 

　　令和４年の道路交通法の改正により、マイナンバーカードと運転免許証の
一体化に関する規定が整備され、令和７年３月24日（月）に全国で運用開
始となります。 

　　マイナ免許証に記録される情報は 

　　・　マイナ免許証の番号 

　　・　免許の年月日及びマイナ免許証の有効期間の末日 

　　・　免許の種類 

　　・　免許の条件に係る事項 

　　・　顔写真 

　等があり、マイナ免許証のICチップに記録されます（マイナンバーカードの
　券面に免許に関する事項は記載されません。）。 

 

運用開始 

　　令和７年３月24日（月曜） 

 

マイナ免許証の保有形態 

・　運転免許証のみ 

　　マイナンバーカードと運転免許証を一体化せず 

  運転免許証のみ保有する場合です。今までどおり 

  更新等ができます。 

・　マイナ免許証のみ 

　　マイナンバーカードと運転免許証を一体化し 

  今お持ちの運転免許証を返納していただく場合で 

  す。 

・　マイナ免許証と運転免許証の２枚持ち 

　　マイナンバーカードと運転免許証を一体化した 

  上、今お持ちの運転免許証も引き続き保有する場 

  合です。 

※　それぞれの保有形態により、手数料が異なります。 

※　保有形態については、更新時期以外でも変更することが可能です。 

※　自動車等運転の際は、免許証又はマイナ免許証のいずれかを携帯する必要
があります。 

 

 

 



 

マイナ免許証のメリット 

・　オンライン講習（優良運転者、一般運転者の方のみが対象） 

　　マイナ免許証をお持ちの方は、運転免許証等
更新の際に受講する必要がある講習をオンラ
インで受講することができます。都合の良い
時間、場所で講習を受講でき、更新にかかる
時間も短縮されます。 

※　現在京都府警で実施しているオンライン更新時講習モデル事業について
は、令和７年２月28日（金）で終了となりますので御注意ください。 

　　新たに、「オンライン講習」として、令和７年３月24日に再開されますが、
この際は、更新を受ける時の誕生日が令和７年３月24日以降の方が対象と
なります。講習受講後、運転免許試験場等に来場し、視力検査等の更新手
続を行う必要があります。 

 

・　住所変更手続等のワンストップサービス（マイナ免許証のみの方が対象） 

　　マイナ免許証のみをお持ちの方で、かつ、必
要な手続をとれば、本籍・住所・氏名及び生年
月日に変更が生じた場合でも、警察への届出は
不要となります。ワンストップサービスを御希
望の方は、あらかじめマイナンバーカードの署
名用電子証明書暗証番号の御準備をお願いします。 

※　必要な手続とは、警察で署名用電子証明書と免許情報を紐付けること及び
マイナポータルとの連携手続を行うことです。令和７年３月24日以降に可能
となります。 

 

注意事項 

・　有効期間に関すること 

　　マイナンバーカードとマイナ免許証の有効期間は異なります。マイナ免許
証の有効期間は券面に表記されないため、有効期間切れ（失効）に御注意く
ださい。 

・　海外で運転を予定している方へ 

　　国外運転免許証を申請する場合、マイナ免許証のみをお持ちの方について
　は、渡航先の国により、従来の運転免許証が必要になる場合があります。 

・　日本の運転免許証で運転の場合 

　　日本の運転免許証で海外で運転する場合も同様です。なお、海外で運転す
る場合の諸注意については、渡航先の各大使館へお問い合わせください。 

 






